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WS-1 ⾵邪診療を考える





WS参加者の背景(小児科・内科)

愛知県

岐⾩県

三重県

開業医 病院

開業勤務

所在地 勤務形態

アンケート回答 ⼩児科６２ 内科１１



WS参加者の背景(小児科・内科)

50代

60代

40代

70代
CBC+CRP

CRPのみ

なし

年代 検査機器

アンケート回答 ⼩児科６２ 内科１１



抗菌薬の処方(小児科・内科)

ほとんどなし

あまり
出さない

半々

よく出す
溶連菌のみ

アンケート回答 ⼩児科６２ 内科１１



⾵邪薬の処⽅頻度(小児科・内科)
（咳⽌め、抗ヒスタミン薬、去痰剤）

ほどんど出す
よく出す

半々

あまり出さない

ほどんど出さない

アンケート回答 ⼩児科６２ 内科１１



中⽿炎のスキルは？(小児科・内科)

たぶん⼤丈夫

かなり⾃信あり

そもそも診ない

あまり⾃信ない

全然⾃信なし

まあまあ⾃信あり

アンケート回答 ⼩児科６２ 内科１１



1歳、夜泣きが激しかった、熱無し

１．何もしない
２．鎮痛剤処⽅
３．抗菌薬処⽅
４．穿刺・切開
５．⽿⿐科へ



使⽤頻度の⾼い抗菌薬３つ
アンケート回答 ⼩児科６２ 内科１１



⾵邪診療を考える ⽿⿐科版（回答21）

CBC＋CRP 持っている

CBC＋CRP 持っていない



上気道炎への抗菌薬処⽅

よく出す

半々

あまり出さない

ほとんど
出さない

ほとんどなし

あまり
出さない

半々

よく出す
溶連菌のみ

⼩児科・内科⽿⿐科



中⽿炎のスキル



使⽤頻度の⾼い抗菌薬 上位３つ



薬剤師からみた⾵邪診療（回答54）

薬剤師
(勤務)

薬剤師
(管理者)

事務
病院

岐⾩県

愛知県

5年未満 ４
５〜10年 12
10〜20年 27
20〜30年 8
30年以上 3

調剤経験



主たる調剤対象の診療科と2番⼿

内科

⼩児科 ⼩児科
内科

１つのみ



呼吸器感染に対する抗菌薬処⽅



咳⽌めの処⽅率



感冒に対する抗ヒスタミン薬

第1世代
（ペリアクチン、テルギンG、
ポララミン、タベジールなど）

第３世代
アレジオン、ジルテック、
アレグラ、アレロック、
クラリチン、ザイザルな
ど）



処⽅頻度の⾼い抗菌薬 ３つ








